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平成30年度揖斐川町スポーツ少年団
交流大会が開催されました

　５月 27 日（日）に揖斐川町スポーツ少年団交流大
会が開催され、町内の 13 団体が参加してかけっこ玉
入れや団対抗大縄跳びなど様々な競技が行われました。
　参加した子どもたちは、積極的に他団体との交流を
図っていました。
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いびがわマラソン情報
今月の
特集

あなたの絵で、全国から集まる10,000人のランナーを温かくお迎えして、
一人ひとりを元気にしませんか？みなさんの心のこもった応援ポスターを
お待ちしています。

インターネットエントリーは、
28分（フル）で定員になりました

あなたがイメージするいびがわマラソン、
そしてランナーを応援する気持ちを
絵にしてください！

いびがわマラソン2018のエントリーを5月1日に開始したとこ
ろ、地元枠に389人の方にお申込みをいただきました。
右のグラフのとおり、10年前にくらべ約2.3倍の方がエント
リーしています。いびがわマラソンは、揖斐川町の住民の皆さん
のスポーツ振興も目的にしているため、町としても大きな成果を
得ていると喜んでいます。
今年も、中学を卒業された皆さんに「ランナーとして参加しま
せんか」とご案内したところ、7名の皆さんがエントリーいただ
きました。応援やボランティアとは違う目で、いびがわの魅力を
感じてもらいたいですね。

※地元枠へ期限内にお申込みいただいた皆さんは、エントリーが完了していますので、ご安心ください。 

一般のエントリーは、5月28日の20時に開始し、フル28分、ハーフ18分で、定員に達しました。“30回記念大会の翌年”という
ことや、市民マラソンが飽和状態で、定員に達しない大会もある中、エントリーが減るのではないかという不安がありました。
しかし、今年も大勢のランナーにお申込みいただき、いびがわマラソンを走りたいという皆さんの熱い気持ちを感じています。
また、ランニング専門誌「ランナーズ」では、今年もランナーが選ぶ全国ランニング大会100撰の募集がありました。
全国の1,600を超える大会から、いびがわマラソンは21年連続、100撰に選出されました。1997年大会からこの企画が行われ
ていますが、21年連続というのは、全国でも最多の選出回数です。
1万人を超えるランナーが、大会を楽しみに練習に励んでいらっしゃいます。その期待に応えられるよう万全な準備を進めてまい
りますので、皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

 応募規定 
◆画用紙サイズは、四つ切サイズに限ります（約542mm×382mm）
◆画用紙のタテ・ヨコ使いは、自由です。
◆使用する画材：自由、絵の具、マジック、色鉛筆、切り絵、貼り絵など
◆標語：「いびがわマラソン2018」とランナーへの応援メッセージを自由に入

れてください。
 募集期間 	 ９月６日（木）まで
 応 募 先 	 各学校で、受付をしますので、学校へ提出してください。
 注意事項 	 応募作品の著作権は、いびがわマラソン実行委員会に属します。
	 応募は、未発表の作品に限ります。作品は返却いたしません。
 各 　 賞  	 最優秀賞１名　優秀賞４名
	 （小学校の部、中学生以上の部) ※賞状あり
 作品の使用 	 2018大会プログラム、お手紙集に掲載します。
	 応募作品は、大会当日、更衣室等に展示します。

【お問い合せ】　いびがわマラソン実行委員会　TEL23-0117

町内ランナーの推移町内ランナーの推移

地元枠へのお申込み、地元枠へのお申込み、
ありがとうございましたありがとうございました

応援ポスター募集応援ポスター募集
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▲2017最優秀作品（中学生以上の部）

▲2017最優秀作品（小学生の部）

2013より地元枠を導入！

30回記念大会

特集
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○生ごみの水切りについて
生ごみの約80％は水分です。水切りをすることで、重量の約10％を減らすことがで
きます。生ごみの水分は、腐敗や悪臭の主な原因です。

①水をかけない
調理くずなどの乾いた生ごみは、別の入れ物に入れ濡らさないようにして捨てるよう
にしましょう。三角コーナーや排水口内の水切りかごに生ごみをためたままにしてお
くと、どんどん水がかかり余分な水分を吸わせることになります。

②水を切る
ごみ出し前に、たまった水分を「ぎゆっと」絞ってから出しましょう。
手で絞るのもいいですが、生ごみを直接手で触れることに抵抗がある人は、水切り道
具をお店で買うのも１つの手です。
また、身近にある不要になったもの（CDやペットボトル等）を利用して、水切りを
することもできます。

③乾かす
お茶ガラやティーパックなど、１日太陽の光に当てて乾燥させるとよいです。
とうもろこしの芯やスイカの皮などは、細かく切ると乾きやすくなります。

・嫌なにおいが減る。
・ごみが軽くなって　ごみ出しもらくらく。
・さらに、効率よく焼却場の燃料が節約できます。

揖斐川町は、自然環境保全のため、町全体で生ごみの 10％減量を目標とし、
水分量抑制と資源化の徹底を推進していきます。

～生ごみの減量化にご協力ください～

家庭でできる身近なごみの減量!!

水切りをすると

チャレンジ「家庭可燃ごみ 10％減量化作戦」
今月の
特集
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４
月
24
日（
火
）
国
道
３
０
３
号
・
西
横

山
バ
イ
パ
ス
工
区
で（
仮
称
）
鉄く
ろ

嶺が
ね

ト
ン
ネ

ル
１
期
工
事
安
全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

西
横
山
バ
イ
パ
ス
工
区
は
カ
ー
ブ
が
連
続

し
見
通
し
が
悪
く
、
落
石
や
崩
土
等
に
よ
る

災
害
が
発
生
す
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
解
消
を

目
的
と
し
て
計
画
さ
れ
、
事
業
延
長
２
，

６
５
０
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
ト
ン
ネ
ル
は
２
，

４
２
０
メ
ー
ト
ル
で
す
。
今
回
の
１
期
工
事

で
は
８
６
３
メ
ー
ト
ル（
ト
ン
ネ
ル
部
分

８
５
０
メ
ー
ト
ル
）の
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

安
全
祈
願
祭
で
は
、
坂さ
か

口ぐ
ち

達た
つ

也や

揖
斐
土
木

事
務
所
長
と
富
田
町
長
が
苅か
り

初ぞ
め

の
儀
を
行

い
、
関
係
者
ら
が
工
事
の
無
事
を
祈
願
し
ま

し
た
。

５
月
８
日（
火
）、揖
斐
川
町
役
場
公
室
で
、

春
の
叙
勲
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
瑞ず
い

宝ほ
う

双そ
う

光こ
う

章し
ょ
う

を
受
章
さ
れ
た
、
新あ
ら

井い

國く
に

男お

さ
ん
は
、
昭
和
43
年
に
旧
坂
内
村
消
防

団
に
入
団
さ
れ
、
旧
坂
内
村
消
防
団
長
と
し

て
、
ま
た
、
合
併
後
は
坂
内
地
域
の
副
団
長

と
し
て
約
43
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
住

民
の
生
命
財
産
を
守
り
、
消
防
団
発
展
の
た

め
、
献
身
的
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

５
月
15
日（
火
）、
大
野
町
総
合
町
民
セ
ン

タ
ー
で
、
平
成
30
年
度
揖
斐
郡
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
連
絡
協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。総

会
で
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
林は
や
し

孝た
か

子こ

さ
ん（
谷
汲
長
瀬
）
と
、
岩い
わ

井い

節せ
つ

也や

さ
ん（
東

横
山
）
が
、
揖
斐
郡
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功

労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

お
ふ
た
り
は
平
成
26
年
度
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
お
り
、
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
功

労
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

岐
阜
県
の
発
展
や
県
民
の
福
祉
の
増
進
に

功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
す
る
岐
阜
県
各

界
功
労
者
表
彰
式
が
５
月
16
日（
水
）、
ぎ
ふ

清
流
文
化
プ
ラ
ザ（
岐
阜
市
）
で
行
わ
れ
、

92
人
と
10
団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
か
ら
は
市
町
村
行
政
の
分
野
で

高た
か

槗は
し

元も
と

之ゆ
き

さ
ん（
谷
汲
名
礼
）、
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

高
槗
さ
ん
は
、
旧
谷
汲
村
議
会
議
員
に
初

当
選
以
来
、
平
成
17
年
1
月
の
町
村
合
併
後

も
揖
斐
川
町
議
会
議
員
と
し
て
、
16
年
以
上

の
長
き
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、
平
成
29
年
３

月
か
ら
1
年
間
議
長
と
し
て
議
会
活
動
の
円

滑
な
運
営
に
ご
尽
力
さ
れ
、
議
会
議
員
と
し

て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

春
の
叙
勲
伝
達
（
消
防
関
係
）

揖
斐
郡
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

功
労
者
表
彰
を
受
賞

岐
阜
県
各
界
功
労
者
表
彰
を

受
賞

鉄く
ろ

嶺が
ね
ト
ン
ネ
ル
工
事
開
始

～
関
係
者
ら
工
事
の
安
全
を
祈
願
～

▲表彰を受けた高
たか
𣘺
はし
元
もと
之
ゆき
さん

▲表彰を受けた林
はやし
孝
たか
子
こ
さんと岩

いわ
井
い
節
せつ
也
や
さん

▲叙勲伝達を受けた新
あら
井
い
國
くに
男
お
さん

▲苅初の儀を行う町長と揖斐土木事務所長
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５
月
23
日（
水
）、揖
斐
川
町
役
場
公
室
で
、

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。今

回
、
揖
斐
川
町
自
衛
官
募
集
相
談
員
と

し
て
、
杉す
ぎ

山や
ま

登の
ぼ
る

さ
ん
に
富
田
町
長
か
ら
委
嘱

状
の
交
付
と
、
自
衛
隊
岐
阜
地
方
協
力
本
部

の
樫か
し

地ぢ

本
部
長
か
ら
名
刺
及
び
募
集
相
談

員
の
手
引
き
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

委
嘱
状
交
付
の
後
、
富
田
町
長
が「
災
害

の
多
様
化
や
他
国
の
脅
威
な
ど
、
自
衛
隊
を

取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い

る
が
、近
年
、自
衛
官
の
確
保
が
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
募
集
相
談
員
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

な
お
、
募
集
相
談
員
の
任
期
は
、
平
成
30

年
４
月
１
日
か
ら
の
２
年
間
で
す
。

５
月
27
日（
日
）、
揖
斐
川
町
市
場
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
第
13
回
揖
斐
川
町
消
防
操
法
大
会

が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
消
防
団
か
ら
小
型
ポ

ン
プ
の
部
27
チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ
車
の
部
15

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
消
防
技
術
の
向
上
を
目
的

と
し
て
お
り
、
動
作
の
正
確
さ
や
ス
ピ
ー
ド

を
競
う
た
め
、
日
頃
の
訓
練
や
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
試
さ
れ
る
と
と
も
に
、
郡
大
会
へ
の
出

場
権
が
か
か
っ
て
お
り
、
ど
の
チ
ー
ム
も
白

熱
し
た
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。

出
場
隊
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
》

優　

勝　

大
深
分
団
第
３
班

準
優
勝　

揖
斐
分
団
第
２
班

３　

位　

大
深
分
団
第
２
班

４　

位　

大
和
分
団
第
２
班

５　

位　

坂
下
分
団
第
２
班

６　

位　

北
方
分
団
第
３
班

《
ポ
ン
プ
車
の
部
》

優　

勝　

名
礼
分
団
第
１
班

準
優
勝　

揖
斐
分
団
第
２
班

３　

位　

北
方
分
団

４　

位　

揖
斐
分
団
第
１
班

５　

位　

小
島
分
団
第
２
班

６　

位　

徳
積
分
団

第
13
回
揖
斐
川
町
消
防
操
法
大
会

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
式

　昨年度『住民と職員が同じ土俵でアイデアを出し合
い、未来のまちづくりを描く場』としてスタートした
『揖斐川町未来センター会議』について、5/22（火）、
住民と職員の約40人が集まった第1回ワーキング会議
が開催され、今年度の第一歩を踏み出しました。
　今年度は、昨年度提案のあったテーマについて実践
的な活動をはじめるとともに、『協働のまちづくり』
『稼ぐまちづくり』などのテーマについて研究し、住
民の皆さまにも参加していただける勉強会も開催して
いきます。

担当課 まちづくり推進室　 

小さなことから実践し、より深める
2年目のスタート

だより
I M C C

揖斐川町未来センター会議
vol.1

▲小型ポンプの部で優勝した大深分団第３班▲ポンプ車の部で優勝した名礼分団第１班

▲委嘱状を交付された杉
すぎ
山
やま
登
のぼる
さん
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揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

企
画
展

「�

戦
争
と
ふ
る
さ
と
の

暮
ら
し
」展
の
ご
案
内

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
戦
争
と
の
か
か
わ
り

を
テ
ー
マ
に
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。
戦
時

下
に
使
用
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
日
用
品
や
戦

地
へ
の
手
紙
な
ど
の
展
示
を
通
じ
て
、
戦
争

が
暮
ら
し
に
も
た
ら
し
た
影
響
や
平
和
の
貴

さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◆
場
所　

第
二
展
示
室

◆
期
間　

７
月
21
日（
土
）～
８
月
19
日（
日
）

※�（
こ
の
期
間
中
、
７
月
26
日（
木
）・
27 

日

（
金
）は
、
午
前
中
、
勾
玉
づ
く
り
講
座
で

同
じ
展
示
室
を
使
用
し
ま
す
の
で
、
落
ち

つ
い
て
ご
覧
い
た
だ
け
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。）

臨
時
休
館
日
の
お
知
ら
せ

当
館
で
は
、
資
料
整
理
の
た
め
左
記
の
期

間
臨
時
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

◆
臨
時
休
館
日

　
　

７
月
８
日（
日
）～
７
月
10
日（
火
）

正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
を
学
び
ま
し
ょ
う

ラ
ジ
オ
体
操
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
誰

で
も
で
き
る
こ
と
に
ポ
イ
ン
ト
を
置
い
た
体

操
で
す
が
、
意
外
と
正
し
く
体
操
で
き
る
人

は
少
な
い
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
が
で
き
る

よ
う
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
て

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操

を
学
ん
で
い
た
だ
き
、
夏
休
み
期
間
中
、
各

地
域
で
行
わ
れ
る
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
く
だ

さ
い
。

■
講　

師　

体
操
指
導　

多
胡　

肇 

先
生

　
　
　
　
　
ア
シ
ス
タ
ン
ト　

五
日
市
祐
子 

先
生

■
日　

時　

７
月
３
日（
火
）

　
　
　
　
　

19
時
30
分
～
21
時

■
場　

所　

揖
斐
川
健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ

■
参
加
料　

無
料

■
服　

装　

運
動
の
で
き
る
服
装

■
持
ち
物　

�

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

飲
料
水

■
お
問
い
合
せ
先　

社
会
教
育
文
化
課

　
　
　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
４
７
１
）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会
開
催

５
月
27
日（
日
）
健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ
で
第

41
回
揖
斐
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会

お
よ
び
清
掃
奉
仕
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
流
大
会
で
は
か
け
っ
こ
玉
入
れ
や
団
対

抗
大
縄
跳
び
な
ど
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
、
大

人
を
問
わ
ず
参
加
者
全
員
が
仲
良
く
交
流
を

深
め
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

交
流
大
会
後
の
清
掃
奉
仕
活
動
で
は
、
ア

公
民
館
活
動

揖
斐
公
民
館

《
ヨ
ガ
教
室
》

◆
日
時　

７
月
20
日（
金
）　

19
時
15
分
～

◆
集
合
場
所　

揖
斐
公
民
館

《
ラ
ジ
オ
体
操
会
》

◆
日
時　

７
月
22
日（
日
）　

６
時
15
分
～

◆
集
合
場
所　

揖
斐
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　

雨
天
…
体
育
館

《
自
然
体
験
教
室
》

◆
日
時　

７
月
22
日（
日
）　

９
時
～

◆
集
合
場
所　

揖
斐
公
民
館

◆
体
験
場
所　

揖
斐
高
原
貝
月
リ
ゾ
ー
ト

《
夏
休
み
子
ど
も
寺
子
屋

小
学
生
対
象
の
各
種
教
室
》

◆
日
時　

７
月
～
８
月

◆
集
合
場
所　

揖
斐
公
民
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

北
方
公
民
館

《
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日
時　

７
月
１
日（
日
）

　
　
　
　

開
始
時
間　

８
時
30
分

◆
集
合
場
所　

北
和
グ
ラ
ウ
ン
ド

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

小
島
公
民
館

《
家
庭
教
育
学
級「
谷
汲
ス
ペ
シ
ャ
ル

　
　
　
　
　
　
　

～
華
厳
寺
と
ジ
ビ
エ
」》

◆
日
時　

７
月
11
日（
水
）　

９
時
30
分
～

◆
集
合
場
所　

谷
汲
山
華
厳
寺

《
に
こ
に
こ
学
級「
水
遊
び
を
し
よ
う
」》

◆
日
時　

７
月
18
日（
水
）　

10
時
～

◆
集
合
場
所　

小
島
公
民
館

《
夏
休
み
体
験
教
室「
鮎
つ
か
み
と
竹
パ
ン
作
り
」》

◆
日
時　

７
月
22
日（
日
）　

９
時
～

◆
集
合
場
所　

朝
鳥
公
園

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

𦙾
永
公
民
館

《
奉
納
踊
り
練
習
会
》

　

◆
日
時　

７
月
15
日（
日
）　

15
時
～
17
時

　

◆
集
合
場
所　

𦙾
永
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り
》

◆
日
時　

７
月
22
日（
日
）　

９
時
～
13
時

◆
集
合
場
所　

𦙾
永
公
民
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

谷
汲
公
民
館

《
み
ん
な
揃
っ
て
ラ
ジ
オ
体
操
》

　

◆
日
時　

７
月
29
日（
日
）

　
　
　
　
　

７
時
～
７
時
30
分

　

◆
集
合
場
所　

谷
汲
総
合
運
動
場

　
　
　

雨
天
時　

谷
汲
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

◆
持
ち
物　
　

ラ
ジ
オ
体
操
カ
ー
ド

　
　
　

雨
天
時　

上
靴
持
参

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

久
瀬
地
区
公
民
館

《
久
瀬
地
区
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
》

　

◆
日
時　

７
月
１
日（
日
）　

９
時
～
12
時

　

◆
集
合
場
所　
旧
久
瀬
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　

雨
天　

７
月
８
日（
日
）
に
順
延

　

◆
内
容　

ク
ロ
ッ
ケ
ー
ゴ
ル
フ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

坂
内
公
民
館

《
親
子
体
験
鮎
釣
り
教
室
》

　

◆
日
時　

７
月
29
日（
日
）　

９
時
～
12
時

　

◆
集
合
場
所　

坂
内
振
興
事
務
所
前

　
　
　
　
　
　
　

坂
内
川（
か
じ
の
川
原
）

　

◆
参
加
者　
　

�

坂
内
地
区
、
揖
斐
川
町
内

在
住
の
親
子

　

◆
定
員
人
数　

40
人

　

◆
申
込
期
間　

７
月
１
日
～
15
日

　

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　

※�

服
装
、
持
ち
物
等
、
詳
細
は
決
定
後
に

連
絡

プロペラ

国
民
服
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平成 30 年度揖斐川町青少年育成町民会議総会が、５月１９日（土）揖斐川町地域交流センター「はなもも」
ホールで開催され、基本方針・重点目標や町民会議全体の取組、『青少年部会』『家庭部会』『環境部会』の
それぞれの活動計画などが承認されました。
総会で承認された町民会議の取組および３つの部会による活動内容は、次のとおりです。

部会名 青少年部会 家庭部会 環境部会

重点目標

青少年の主体性を引き出し、生き生き
と活躍できる体験活動の場を仕組むこ
とを通して、地域社会の一員として考
え行動できる「地域社会人」を育てる
ことをめざす。

家族や地域住民の心が通い合う活動を
通して、人と人とのつながりの温かさ・
大切さを認識し、思いやりあふれる家
庭や地域づくりをめざす。

青少年を取り巻く環境に関心をもち、
ふるさと揖斐川町をさらに住みよい町
にしていく取組を通して、青少年が安
全で安心して生活できる環境づくりを
めざす。

具体的な取組

○�公民館の組織に高校生を位置付け
る、高校生に企画・運営段階から参
加を位置付ける、当日のボランティ
ア活動に位置付ける、他の公民館で
の活動内容を情報提供するなど、各
公民館の実情に応じた高校生の参加
の在り方を模索する。
○�揖斐高生に対して、ボランティアに
参加することの意義を説明するとと
もに、自主的・積極的な参加を依頼
し、地域での活動実績を積む。

○�冬休み期間を利用して「わが家の
あったか約束」に取り組む。
子どもだけでなく家族と一緒に取り
組む運動とし、更なるコミュニケー
ションの促進を図る。
○�夏休みに小中学生が制作した「家庭
の日」啓発図画、ポスターを集め、
地域交流センター「はなもも」など
で展示する。
町が発行する広報誌やカレンダーに
「家庭の日」の詳細を掲載する。

○�あったかい言葉をかけられるような
工夫の実践を継続する。
地域行事で大人と子どもがふれあう
機会をつくり、大人が子どもを知り、
子どもが大人を知ることで気軽にあ
いさつや言葉かけができるように、
行事の内容や取り組みを工夫する。
　・�作成したのぼり旗を行事の時に

活用
　・行事などで名札を活用
　・�大人から子どもへの積極的な話

しかけ

揖斐川町青少年育成町民会議総会開催！　～青少年の健全育成を願って～

町民会議全体の取組
＊早寝 早起き朝ごはん運動の推進
＊あったかい言葉の募集
＊夏休みラジオ体操の推進

「私にできることから」	 所　　　結さん　（揖斐川中学校３年）
「地域のために」	 千葉　知捺さん　（北和中学校２年）
「真の仲間とは」	 横山　綾乃さん　（谷汲中学校３年）
「私らしく、あなたらしく」	 山上　日向さん　（坂内中学校３年）
「マイペース」	 安田　　僚さん　（西濃学園中学校３年）
「伝えたい本当の気持ち」	 杉山　鴻希さん　（揖斐特別支援学校中学部３年）

青
少
年
の
作
文
発
表

両
日
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
揖
斐
川
町
カ

ヌ
ー
協
会
所
属
の
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
を
含
む

参
加
者
達
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い

合
い
、
岐
阜
県
勢
の
選
手
も
福
井
国
体
へ
の

切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

リ
ー
ナ
内
の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
、
日
ご
ろ

利
用
さ
れ
る
町
民
の
み
な
さ
ん
が
気
持
ち
よ

く
施
設
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
フ
ロ
ア
の
ぞ

う
き
ん
掛
け
や
窓
ガ
ラ
ス
拭
き
を
行
い
ま
し

た
。町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
心
と
体
を
鍛
え
た
い
子
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
揖
斐
川

町
の
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
指
導
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

第
39
回
カ
ヌ
ー

　

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
開
催

５
月
26
日（
土
）、
27
日（
日
）
の
２
日
間
、

朝
鳥
公
園
前
の
揖
斐
川
特
設
カ
ヌ
ー
競
技
場

で
国
体
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
大
会
は
今
秋
開
催
さ
れ
る
福
井
国
体

カ
ヌ
ー
競
技
の
東
海
地
区
予
選
を
兼
ね
て
お

り
、
同
時
開
催
の
揖
斐
川
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
１
８
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
ワ
イ
ル
ド

ウ
ォ
ー
タ
ー
競
技
会
で
は
今
回
か
ら
新
た
に

シ
ニ
ア
部
門
も
開
設
さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

カヌースラローム競技の様子
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お問い合せ　　揖斐川図書館  ℡ 22－0219　　谷汲図書館  ℡ 56－3733　　坂内図書館  ℡ 53－3860

揖
斐
川
図
書
館
開
館
時
刻
延
長

町
内
の
小
中
学
校
の
夏
休
み
期
間
中
、
揖

斐
川
図
書
館
は
夜
７
時
半
ま
で
開
館
し
ま

す
。
暑
い
夏
の
夕
べ
を
図
書
館
で
涼
し
く
過

ご
し
て
み
て
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

《
延
長
期
間
》

■
７
月
20
日（
金
）
～
８
月
31
日（
金
）

　

※�

た
だ
し
、
土
日
祝
日
お
よ
び
休
館
日
を

除
く

■
時
間　

19
時
30
分
閉
館

７
月
の
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日

　

17
日（
火
）
谷
汲
・
坂
内
図
書
館
の
み

こ
ど
も
読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催

図
書
館
で
本
を
借
り
る
度
に
カ
ー
ド
に
、

ス
タ
ン
プ
を
押
し
ま
す
。（
本
を
借
り
る
に

は
、
貸
出
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。）

ス
タ
ン
プ
が
５
個
た
ま
っ
た
ら
、
ゴ
ー
ル

イ
ン
で
す
。
達
成
者
に
は
、９
月
１
日
（
土
）

開
催
の
図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
表
彰
状

と
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
す
。

■
期
間　

７
月
１
日
（
日
）
か
ら

　
　
　
　
　
　

８
月
24
日
（
金
）
ま
で

■
対
象　

小
学
生
以
下

■�
揖
斐
川
図
書
館
、
谷
汲
図
書
館
、
坂
内
図

書
館
の
ど
の
図
書
館
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

第
２
回 
親
と
子
の
読
書
の
ひ
ろ
ば

　

お
は
な
し
の
部
屋
に
、
ふ
う
せ
ん
お
じ
さ

ん
の
て
り
や
き
が
や
っ
て
き
ま
す
。
風
船
の

よ
う
に
、
大
き
な
体
で
、
小
さ
く
て
可
愛
い

動
物
や
お
花
の
風
船
を
作
り
出
す
て
り
や
き

は
、
ま
る
で
魔
法
使
い
。
大
人
も
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
せ
ま
す
。

■
日　

時　

７
月
15
日（
日
）
10
時
半
～

■
場　

所　

揖
斐
川
図
書
館

■
定　

員　

小
学
生
以
下
親
子
10
組

■
申
込
み
先　

揖
斐
川
図
書　

カ
ウ
ン
タ
ー

※�

揖
斐
川
町
立
図
書
館
の
利
用
登
録
者
に
限

り
、
電
話
で
も
受
付
け
ま
す
。
貸
出
カ
ー

ド
を
手
元
に
用
意
し
て
、
℡
２
２

－

０
２
１
９
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

 

揖
斐
川
図
書
館
新
着
図
書
紹
介

一
般
図
書

・
雲
の
果�

あ
さ
の　

あ
つ
こ

・
そ
の
話
は
今
日
は
や
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

�

井
上　

荒
野

・
蕎
麦
、
食
べ
て
い
け
！�

江
上　
　

剛

・
瑕
疵
借
り�

松
岡　

圭
祐

・
役
に
立
た
な
い
人
生
相
談 

２

�

佐
藤　

愛
子

・
昆
虫
戯
画
び
っ
く
り
雑
学
事
典

�

丸
山　

宗
利（
文
）

�

じ
ゅ
え
き
太
郎（
漫
画
）

�

ほ
か

児
童
図
書

・
ゲ
ン
ち
ゃ
ん
は
お
サ
ル
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん

�

阿
部　

夏
丸

・
体
育
館
の
日
曜
日�

村
上
し
い
こ

・
ク
マ
と
少
年�

あ
べ　

弘
士

・
よ
る
の
わ
が
し
や
さ
ん�

青
山　

友
美

�

ほ
か

大
迫
力
！
　
写
真
で
ワ
ク
ワ
ク
が
ん
ば
る

�

の
り
も
の
紙
芝
居

・
あ
つ
ま
れ
！
せ
ん
ろ
を
は
し
る
な
か
ま
た
ち

・
ピ
ー
ポ
ー
ピ
ー
ポ
ー
！
さ
あ
い
そ
げ
！

�

元
浦　

年
康

 

谷
汲
図
書
館
新
着
図
書
紹
介

一
般
図
書

・
元
号�

所　
　
　

功

・
あ
ん
こ
の
本�

姜　
　

尚
美

・
話
し
下
手
の
た
め
の
雑
談
力

�

沢
渡
あ
ま
ね

・
一
年
中
セ
ン
ス
よ
く
美
し
い

　
　
　
　
　
　

小
さ
な
庭
づ
く
り

�

朝
日
新
聞
出
版

・
小
さ
な
暮
ら
し
の
お
す
そ
わ
け

�

ミ
ス
ミ　

ノ
リ
コ

・
オ
ト
ナ
女
子
の
整
理
術�

新
星
出
版
社

・
状
箱
騒
動�

佐
伯　

泰
英

・
闇
の
叫
び�

堂
場　

瞬
一

・
蟷
螂
の
男�

鳥
羽　
　

亮

・
ド
ラ
ゴ
ン
ス
リ
ー
パ
ー�

長
崎　

尚
志

児
童
図
書

・
や
ま
の
か
い
し
ゃ�

ス
ズ
キ　

コ
ー
ジ

・
に
ゅ
う
ど
う
ぐ
も�

野
坂　

勇
作

・
か
え
る
く
ん
の
お
さ
ん
ぽ

�

き
も
と　

も
も
こ

・
パ
ン
ダ
の
あ
か
ち
ゃ
ん
お
っ
と
っ
と

�

ま
つ
も
と　

さ
と
み

・
き
き
い
っ
ぱ
つ
ね
こ
ざ
か
な

�

わ
た
な
べ　

ゆ
う
い
ち

揖
斐
川
図
書
館

　
　
　
　
　
　
お
は
な
し
の
へ
や

日
時　

７
月
７
日（
土
）

　
　
　

10
時
30
分
～

「
す
い
か
の
た
ね
」

大
型
絵
本
「
か
ら
す
の
パ
ン
や
さ
ん
」

絵
本

谷
汲
図
書
館
お
は
な
し
会

　

日
時　

７
月
21
日（
土
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～

　

お
は
な
し
会
後
に
、

し
ゃ
ぼ
ん
玉
遊
び
を

し
ま
す
。
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申込不要、参加無料
受付・血圧測定：９時 30 分～　教室：10 時～ 11 時 30 分

日頃の生活が楽になる運動を、皆さんで楽しくしてみませんか？
揖斐川町にお住まいの 65 歳以上の方であれば、どの公民館にもご参加いただけます。
皆さんのご参加をお待ちしております。

７月のおたっしゃ教室　

公民館 部屋 日程  開催日
揖斐 １階　和室　 第２火曜日 7月10日
小島 １階　集会室 第４火曜日 7月24日
大和 ２階　集会室 第１火曜日 7月 3日
北方 １階　集会室 第３火曜日 7月17日
清水 １階　集会室 第４木曜日 7月26日
𦙾永 １階　ホール 第２木曜日 7月12日

健幸ポイント
対象事業です♪

※一部の公民館で、29 年度と開催日程が異なっております。ご注意ください。
※公民館によって講師が異なります。

持ち物　運動のできる服装、上靴、水分、タオル、教室のファイル（お持ちの方）
【お問い合せ】　揖斐川町地域包括支援センター  ℡２３－１３４１

認知症カフェ・失語症カフェ
認知症カフェ…地域住民、認知症の人などがお茶をしながら交流し、専門家らと情報交換する場。
失語症カフェ…失語症について悩みや喜びを語りあう場。

７月

名　前 会　場 開催日時 電話番号

認
知
症
カ
フ
ェ

喫茶しずやま グループホーム揖斐川げんき村
（揖斐川町志津山谷378）

7月18日（水）
10時～ 11時30分
13時30分～ 15時

21－3511

喫茶　Chidori（チドリ） 特別養護老人ホームかりやど
（揖斐川町黒田419-3）

7月25日（水）
14時～ 16時 22－5511

カフェスマイルデイズ メディカルケアセンターＩＢ
（揖斐川町長良657-1）

7月25日（水）
13時～ 16時 22－0122

ふらっとカフェ
JAいび川　清流の里

（揖斐川町三輪中新田2439-1）

7月20日（金）
13時30分～ 15時

21－3666失
語
症

カ
フ
ェ

失語症カフェ
（脳の損傷による言語障害の一つ）

８月19日（日）
13時30分～ 15時
※事前に参加予約が必要

【お問い合せ】　揖斐川町地域包括支援センター　℡２３－１３４１

～誰でも参加可能です。
　気軽にお越しください～

※内容など詳細は各会場へお尋ねください。

有

料

広

告

欄
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揖
斐
川

　
　
　

７
月
の
予
定

２
日（
月
）	

♪
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
【
３
か
月
～
12
か
月
児
】

５
日（
木
）	

♥
七
夕
会（
人
権
擁
護
の
会
に
よ
る
人
形
劇
有
）

	

　
【
地
域
の
方
と
一
緒
に
七
夕
飾
り
を
作
ろ
う
】

10
日（
火
）	

♥
お
話
ル
ー
ム（
お
は
な
し
の
会
ま
ど
）

	

　
【
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
・
ぺ
ー
プ
サ
ー
ト
他
】

	

♥
７
月
生
ま
れ
の
誕
生
会

12
日（
木
）	

♥
発
育
測
定　

10
時
15
分
受
付
終
了

	

　
【
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
測
定
・
相
談
可
】

13
日（
金
）	

♪
お
や
つ
ク
ッ
キ
ン
グ

	

　
【
揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
習　

託
児
有
】

17
日（
火
）	

♪
リ
ト
ミ
ッ
ク
【
音
楽
と
ふ
れ
合
い
な
が
ら
遊
ぼ
う
】

21
日（
土
）	　

第
３
土
曜
日
セ
ン
タ
ー
開
館
日

	

　
【
通
常
通
り
開
館
し
て
い
ま
す
】

23
日（
月
）	

♪
は
み
が
き
教
室
【
カ
ラ
ー
テ
ス
ト
】

24
日（
火
）	

♪
働
き
た
い
マ
マ
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
10
時
～
12
時

	

　
（
電
話
受
付
可
）

27
日（
金
）	

♪
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば

	

　

お
母
さ
ん
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

※
7
月
よ
り
水
遊
び
、
プ
ー
ル
遊
び
を
設
置
し
ま
す
。

　

日
程
な
ど
詳
細
は
、
7
月
の
ピ
ッ
コ
ロ
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

＊
当
日
参
加
可
能
な
行
事
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

＊
子
育
て
相
談
は
毎
日
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

＊�

行
事
の
申
込
み
は
、
前
月
の
中
頃
よ
り
実
施
日
当
日
ま
で
、
揖
斐

川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
電
話
予
約

不
可
）

♥
は
要
申
込
み　

♪
は
要
申
込
み
で
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す
。

育
児
相
談
日������������������������������������

毎
週
月
曜
日 

９
時
～
16
時

児
童
発
達
支
援
事
業
所
「
い
び
が
わ
ア
ッ
プ
ル
」

　
　
　
　
　
　

������������������

月
～
金
曜
日 

８
時
30
分
～
17
時
15
分

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
「
か
ぶ
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
」

　
　
　
　
　
　

����������������������������������

第
２
月
曜
日 

13
時
～
15
時

※
詳
細
は
、℡
０
５
８
５
ー
２
３
ー
１
１
３
６
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

～育児・発達相談～

 子育て支援センターは、テラスで水遊びやプール遊びが存分に楽しめます。　℡２２－１１３６  

◎谷汲緑地公園での「森のおさんぽ会」、久瀬地区の月夜谷や坂内地区の川遊びや春日地区のお散歩
など揖斐川町内へ出かける活動を計画しています。住んでいる地区と違った地区に出かけて揖斐
川町の豊かな自然の中で過ごす感動や発見をお子さんと一緒に体験しましょう。
◎子育て支援センターの畑で、お子さんと一緒に収穫体験ができるよう沢山の野菜を地域の方々の
ご協力で育てています。センター内に収穫時期を掲示します。夏はキュウリ・トマト・スイカ・枝豆
などです。１年を通して季節野菜の収穫体験活動を計画しています。
　親子で収穫体験を楽しんでください。

～揖斐川町の豊かな自然を体験しましょう～

坂
内
地
区
の
川
遊
び

緑
地
公
園
（
森
の
お
さ
ん
ぽ
会
）

月
夜
谷
で
の
川
遊
び

春
日
地
区
の
散
歩
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出
前
保
育

●
い
っ
ぱ
い
遊
ん
でい

っ
ぱ
い
食
べ
よ
う
！

～
や
ま
と
・
き
た
が
た
幼
児
園
～

　
「
ド
ッ
ジ
や
ろ
う
！
」「
ぼ
く
が
ボ
ー
ル
と
っ

て
く
る
よ
！
」
登
園
す
る
と
誘
い
合
っ
て
年
長

児
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
が
始
ま
り
ま
す
。
投
げ
た

り
、
逃
げ
た
り
と
に
ぎ
や
か
に
楽
し
む
姿
を
見

て
、
他
の
遊
び
を
し
て
い
た
年
中
児
も
「
僕
も

や
り
た
い
！
」
と
仲
間
入
り
。
鬼
ご
っ
こ
を
し

た
り
ケ
ン
パ
に
挑
戦
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
戸

外
遊
び
を
楽
し
み
な
が
ら
、
体
力
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
自
然
に

「
あ
ぁ
お
腹
す
い
た
！
」「
今
日
の
給
食
な
に
か

な
ぁ
？
」
と
楽
し
み
に
待
つ
子
ど
も
達
で
す
。

　

食
事
の
マ
ナ
ー
を
知
ら
せ
な
が
ら
、
お
い
し

く
楽
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
め
る
運
動
遊
び
を
継
続

し
、
一
人
ひ
と
り
の
体
力
、
様
々
な
活
動
の
自
信
、

挑
戦
す
る
意
欲
が
高
ま
る
こ
と
を
意
識
し
た
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日 曜 実　施　場　所　・　内　容

6 金 ★♪ 月夜谷ふれあいの里　マスつかみとピザ作り

11 水
　　 出前保育：おじま幼児園（園児とのふれあい）
　　 町立幼児園・なかよしタイム（園庭などを開放しています）

18 水
★　 出前保育：小島公民館（水遊び）
★♪ 揖斐幼稚園開放日　幼稚園へ要申込み　℡22-6008

25 水
　　 出前保育：くぜ幼児園（園児とのふれあい）
　　 町立幼児園・なかよしタイム（園庭などを開放しています）

◇ 幼児園への出前保育は、当地区在住者のみ参加可能です。
◇ ★印は、どの地域の方も利用できます。♪は要申込みです。
◇ 居住地域外のなかよしタイム参加希望者は当園へお問い合せください。
◇ 開設時間　　　9時30分～11時 30分
◇ ホームページ　揖斐川町（幼児園含）	 http://www.town.ibigawa.gifu.jp/
 　　　　　　　　揖斐幼稚園	 http://www.ibi-youchien.ed.jp/

7月の地域子育て支援　未就園児親子の皆さんを待っています
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
館
日

　

月
曜
日
～
金
曜
日　

９
時
～
１６
時

　

第
３
土
曜
日

※
休
館
日
　
土
・
日
曜
日
　
祝
日

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
ピ
ッ
コ
ロ
」を

毎
月
発
行
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
幼
児
園
・
図
書
館
・
公
民
館
・
保

健
セ
ン
タ
ー
・
役
場
・
振
興
事
務
所
・
町
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
揖
斐
川
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

～
地
域
で
遊
び
と

相
談
の
場
を
設
置
～

☆ 子育て支援センターは、子ども（０～ 18 歳未満）のあらゆる相談窓口です。
☆ いびがわアップルは、子どもの発達相談窓口です。
　　　　 子育て支援センター・いびがわアップル　℡（0585）23 ー 1136
＊一人で悩んでいないで気軽にご相談ください。

一人で歩き、一人で食べるようになるなど、
できることが増えてくる中で、子どもは「なんで
もできる」という万能感をもちます。
この万能感のもとで、自信をもって、意欲や
興味を膨らませていくことは、生きる上でとて
も大切です。この時期は「できる」自分をたくさ
ん経験することが大事であり、できる嬉しさを
共感してくれる大人の存在が必要です。時には
失敗することもあります。そんな時は再挑戦す
る心が育つ言葉かけや見守りを心がけましょう。

「なんでもできるぞ」「なんでもできるぞ」
という万能感万能感

○○ちゃん、
上手だね！頑張ったね！

て
る
て
る
坊
主
を
作
り
ま
し
た

【
5
月
16
日　

北
方
公
民
館
】

園
児
と
一
緒
に
触
れ
合
い
遊
び
を
楽

し
み
ま
し
た

【
5
月
９
日　

い
び
幼
児
園
】
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①保険料「均等割額」の軽減 （２割、５割軽減については判定基準額を拡大し、対象範囲を拡げます）

軽減割合 世帯（被保険者および世帯主）の平成29年中の総所得金額等の合計額が

９割軽減 「33万円（基礎控除額）」以下の世帯で、世帯内の被保険者全員の所得が０円となる方。
※年金所得は（年金収入－80万円）で計算。※特別控除（15万円）の適用はありません。

8.5 割軽減 「33万円以下の世帯」

５割軽減 「33万円」＋ 27.5万円×世帯の被保険者数　以下の世帯（改正 27万円→ 27.5万円へ）

２割軽減 「33万円」＋ 50万円×世帯の被保険者数　以下の世帯（改正 49万円→ 50万円へ）

《7月31日まで・うすい青色》 《8月1日から・うすい緑色》

被保険者番号　○○○○○○○○

氏　　　　名　広域　太郎

一部負担金の
割　　　　合　　　○ 割

有  効  期  限　平成３０年７月３１日

後期高齢者医療被保険者証　有効期限
被保険者番号○○○○○○○○　平成３０年７月３１日
住　　　　所　岐阜市柳津町宮東１丁目１番地

氏　　　　名　広域　太郎　　　　　　性　別　男
生 年 月 日　　　　　　　昭和○○年○○月○○日
資格取得年月日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
発 効 期 日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
交 付 年 月 日　　　　　　　平成２９年　８月　１日
一部負担金の割合　　　　　　○ 割

保 険 者 番 号　　　○○○○○○○○
保 険 者 名　岐阜県後期高齢者医療広域連合

被保険者番号　○○○○○○○○

氏　　　　名　広域　太郎

一部負担金の
割　　　　合　　　○ 割

有  効  期  限　平成３１年７月３１日

後期高齢者医療被保険者証　有効期限
被保険者番号○○○○○○○○　平成３１年７月３１日
住　　　　所　岐阜市柳津町宮東１丁目１番地

氏　　　　名　広域　太郎　　　　　　性　別　男
生 年 月 日　　　　　　　昭和○○年○○月○○日
資格取得年月日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
発 効 期 日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
交 付 年 月 日　　　　　　　平成３０年　８月　１日
一部負担金の割合　　　　　　○ 割

保 険 者 番 号　　　○○○○○○○○
保 険 者 名　岐阜県後期高齢者医療広域連合

●平成30年度の保険料について
　７月中旬に、保険料額や納付方法を記載した「保険料額決定通知書」をお送りしますのでご確認ください。
　保険料は、均等割額と所得割額の合計で、平成 30 年度は平成 29 年中の所得を基に個人単位で計算さ
れます。
	  

保険料 
	 均等割額（被保険者一人あたり　４１, ２１４　円）

	 	 	 所得割額（被保険者の所得※×所得割率　７．７５　％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※総所得金額等－ 33 万円（基礎控除額）

●保険料軽減措置の見直しについて
　保険料の軽減措置に関する特例措置が、平成 29 年度から段階的に見直されています（下記①～③）。
安定した医療制度運営のため、ご理解をお願いいたします。

　現在の保険証の有効期限は平成 30 年７月 31 日ですので、７月中に新しい保険証をお送りします。
　古い保険証を処分されるときは、住所や氏名が見えないよう裁断してください。

●保険証（被保険者証）を更新します

後期高齢者医療制度についてのお知らせ

｛

（注）均等割額軽減判定時の総所得金額等は、各収入から必要経費や控除額を差し引いた所得金額の合計額となります。
ただし譲渡所得は特別控除前の金額となるほか、事業専従者控除の適用はなく、専従者給与額は事業主の所得に合算さ
れます。
また、年金所得は９割軽減判定時を除き、年金収入から公的年金等控除額と特別控除15万円（65歳以上の方のみ適用）を
差し引いた金額となります。なお軽減判定日は４月１日または資格を取得した日となります。
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課税所得145～689万円の方はご注意ください

　平成30年８月以降、ひと月にひとつの医療機関での支払が高額になる可能性がある方は、役場住
民課で「限度額適用認定証」を申請し、交付を受けてください。
　ただし、「限度額適用認定証」の交付を受けない場合でも、限度額を超えて支払った額は、申請によ
り払い戻しを受けられます。

●高額療養費の自己負担限度額について
　平成 30 年８月診療分から、高額療養費の自己負担限度額が変わります。
　支給の対象となった場合は、診療月の２か月ほど後に、申請の案内（申請は初回のみ）を送付します。

②保険料「所得割額」の軽減
　所得割額を負担する方のうち、基礎控除後の総所得金額等が 58 万円以下の方へ適用されていた「所
得割額」の軽減措置は廃止されます（改正２割→廃止）。

③被用者保険の被扶養者であった方の保険料「均等割額」の軽減
　後期高齢者医療制度に加入する以前に、被用者保険※の被保険者であった方は、所得割額の負担は
なく、均等割額が ５割 軽減されます（改正７割→５割）。
　なお、①保険料「均等割額」の軽減にも該当する方は、いずれか大きい軽減が適用されます。
※被用者保険 … 協会けんぽ・健康保険組合・船員保険・共済組合
　　　　　　　　（国民健康保険・国民健康保険組合は含みません。）

【お問い合せ】住民課　℡22-2111（213）

（※１） 世帯収入の合計額が520万円未満（１人世帯の場合は383万円未満）の場合も含みます。
（※２） 過去12か月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。
（※３） 住民税非課税世帯の方については、従来どおり、限度額適用・標準負担額減額認定証を交付します。

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」を

申
請
・
交
付
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臨
時
職
員
の
募
集

揖
斐
川
町
で
は
、
次
の
と
お
り
臨
時
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

○
保
健
師

■
職
　
　
務　
揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の

各
種
業
務
に
お
け
る
保
健

指
導
・
訪
問
等

■
勤
務
場
所　
揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー
、

　
　
　
　
　
　

検
診
会
場
等

■
応
募
資
格　
保
健
師
免
許
取
得
者

■
雇
用
期
間　
８
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３

月
31
日

■
給
　
　
与　
雇
員
の
雇
用
条
件
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

・
時
給　

１
，
５
４
０
円

■
勤
務
時
間　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
か
ら
16
時
30
分

■
応
募
締
切　
７
月
20
日（
金
）
必
着

※
応
募
締
切
後
、
面
接
を
行
い
ま
す
。

■
応
募
方
法　
履
歴
書（
市
販
の
用
紙
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‒
１
５
１
１

 

川
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
に

川
遊
び
が
楽
し
い
こ
れ
か
ら
の
シ
ー
ズ
ン
。

川
に
は
急
な
増
水
な
ど
、
と
て
も
危
険
な
一

面
も
あ
り
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
安
全
に
川
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
時
は
川
に
入
ら
ず
、
入
っ
て
い
れ
ば

す
ぐ
に
出
ま
し
ょ
う
。

◆
大
雨
や
洪
水
の
注
意
報
・
警
報
が
発
表
さ

れ
て
い
る
と
き

◆
雨
が
降
っ
て
き
た
と
き

◆
川
の
上
流
の
空
に
雨
雲
や
入
道
雲
が
見
え

る
と
き

◆
雷
が
鳴
り
だ
し
た
と
き

◆
水
か
さ
が
増
え
て
き
た
と
き

ま
た
、岸
か
ら
見
る
と
穏
や
か
な
場
所
も
、

実
際
は「
急
な
流
れ
の
変
化
」
や「
川
底
へ
強

く
引
き
込
ま
れ
る
流
れ
」
に
よ
り
、
危
険
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。
川
へ
入
る
と
き
は
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
き
ち
ん
と
着
け
ま
し
ょ

う
。

●
岐
阜
県
川
の
防
災
情
報

http://w
w
w
.kasen.pref.gifu.lg.jp/h/

●
ぎ
ふ
川
と
道
の
ア
ラ
ー
ム
メ
ー
ル

https://service.sugum
ail.com

/gifu/
【
お
問
い
合
せ
】

岐
阜
県
揖
斐
土
木
事
務
所

河
川
安
全
利
用
推
進
協
議
会

℡
０
５
８
５
‒
２
３
‒
１
１
１
１

 

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

○
国
民
健
康
保
険
税
を
通
知
し
ま
す

平
成
29
年
の
所
得
の
確
定
に
伴
い
、
平
成

30
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
を
７
月
中
旬
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
通
知
が
届
き
ま
し
た

ら
、
納
付
額
な
ど
の
内
容
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

○「
高
齢
受
給
者
証
」
を
送
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
歳
以

上
75
歳
未
満
の
方
に
は
７
月
下
旬
に「
国
民

健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」を
郵
送
し
ま
す
。

８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
す

る
と
き
は
、
保
険
証
と
新
し
い
高
齢
受
給
者

証
を
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

○「
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」
の
更
新
の
お

知
ら
せ

人
工
透
析
な
ど
に
よ
る
特
定
疾
病
に
該
当

さ
れ
る
方
で
受
療
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
７

月
下
旬
に
新
し
い
受
療
証
を
郵
送
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
２
１
３
）

 

採
用
制
度
説
明
会
の
開
催

警
察
・
消
防
・
自
衛
隊
・
市
役
所
・
町
役

場
・
県
事
務
所
が
合
同
で
採
用
制
度
説
明
会

を
行
い
ま
す
。
公
務
員
志
望
の
高
校
生
の
方

や
そ
の
保
護
者
の
方
、
就
職
活
動
中
の
大
学

生
の
方
、
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
う
け
れ

ど
な
か
な
か
進
路
が
見
出
せ
な
い
方
等
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

７
月
７
日（
土
）　

13
時
～
16
時

７
月
21
日（
土
）　

13
時
～
16
時

※
開
催
日
に
よ
っ
て
参
加
し
な
い
団
体
が
あ

り
ま
す
。

一
部
資
料
設
置
の
み
の
参
加
団
体
も
ご
ざ

い
ま
す
。

■
場
　
所　
大
垣
市
林
町
５
‒
１
８

　
　
　
　
「
光
和
ビ
ル　

４
Ｆ
会
議
室
」

【
お
問
い
合
せ
】

自
衛
隊
岐
阜
地
方
協
力
本
部

大
垣
地
域
事
務
所

℡
０
５
８
４
‒
７
３
‒
１
１
５
０

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

『
認
知
症
の
家
族
の
介
護
体
験
』

�

講
演
会

■
テ
ー
マ

「
認
知
症
の
家
族
は
認
知
症
本
人
に
ど
う

接
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
」

■
開
催
日
時

７
月
19
日（
木
）
13
時
30
分
～
14
時
30
分

講
演
会
の
後
に
座
談
会
が
あ
り
、
お
時
間

に
都
合
の
つ
く
方
は
ど
な
た
で
も
、
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。

■
開
催
場
所

池
田
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
会
議
室

℡
４
５
‒
８
１
２
３

■
参
加
費　
無
料

【
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
岐
阜
支
部

℡
０
９
０
‒
１
０
９
９
‒
８
５
４
９　

（
担
当
：
川
本
）

 

横
山
ダ
ム
で
イ
ベ
ン
ト
開
催

毎
年
、
７
月
21
日
か
ら
31
日
ま
で
は
、
森

林
や
湖
、
ダ
ム
に
親
し
み
な
が
ら
、
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た「
森

と
湖
に
親
し
む
旬
間
」
で
す
。

横
山
ダ
ム
で
は
、
７
月
21
日（
土
）
に
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
国
内
に
13
基
し
か

な
い
中
空
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
の
内

部
と
中
部
電
力
横
山
発
電
所
の
見
学
や
災
害

対
策
用
車
両
の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ダ
ム
や
水
力
発
電
の
仕
組

み
と
役
割
に
触
れ
、
子
ど
も
の
自
由
研
究

や
大
人
の
社
会
見
学
と
し
て〝
学
び
〟
ま
せ

ん
か
。

■
開
催
日　
７
月
21
日（
土
）

■
参
加
費　
無
料

【
お
問
い
合
せ
】

国
土
交
通
省　

木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所

横
山
ダ
ム
管
理
支
所

揖
斐
川
町
東
横
山
１
３
３
０

℡
５
２
‒
２
２
１
１

※
見
学
は
事
前
予
約
制
で
す
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
な
ど
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
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平
成
30
年
度
岐
阜
高
専
公
開
講
座

科
学
や
も
の
づ
く
り
に
興
味
を
抱
い
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し

た
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お

申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
講
座
・
日
程

①
き
の
く
に
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
　

小
学
生
部
門

�

８
月
５
日（
日
）、
10
月
21
日（
日
）

②
同
中
学
生
部
門

�

８
月
５
日（
日
）、
10
月
21
日（
日
）

③
電
子
楽
器
を
作
ろ
う

　

～
マ
イ
コ
ン
を
使
っ
た
電
子
工
作
～

�

８
月
５
日（
日
）

④
は
じ
め
て
の
七
宝
焼
き

�

８
月
７
日（
火
）

⑤
す
ま
い
づ
く
り
入
門（
設
計
製
図
編
）

　

自
分
の
理
想
の
す
ま
い
を
作
ろ
う

�

８
月
８
日（
水
）

⑥
す
ま
い
づ
く
り
入
門（
イ
ン
テ
リ
ア
編
）

　

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
で
家
具
を
作
ろ
う

�

８
月
９
日（
木
）

⑦
環
境
都
市
工
学
入
門
～
わ
た
し
た
ち
の

く
ら
し
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
～

�

８
月
11
日（
土
）～
12
日（
日
）

⑧
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た

　

ミ
ニ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
作
ろ
う

�

９
月
９
日（
日
）

⑨
電
子
回
路
の
組
み
立
て
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
製
作

�

９
月
29
日（
土
）

⑩「
夢
を
地
図
に
残
す　

環
境
都
市
工
学
入
門
」

～
モ
ト
ス
の
地
上
絵
を
か
こ
う
～�

�

10
月
21
日（
日
）

【
お
問
い
合
せ
】

岐
阜
高
専
総
務
課
研
究
協
力
係

℡
０
５
８
‒
３
２
０
‒
１
２
１
３
／

�
kenkyu@

gifu-nct.ac.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.gifu-nct.ac.jp/about/

extension_lecture/

 

子
育
て
支
援
情
報

町
内
に
お
住
ま
い
の
保
護
者
の
仕
事
・
私

的
理
由
に
よ
り
、
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
お

子
さ
ん
を
一
時
的
に
保
育
し
ま
す
。
利
用
に

は
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
対
象
児
童　
生
後
６
ヶ
月
以
上
の
未
就
園

児

■
保
育
場
所　
い
び
幼
児
園

■
利
用
可
能
日　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

　
　
　
　
　
　
　

開
園
日

■
利
用
時
間　
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
　

午
後
４
時
30
分

�

（
１
ヶ
月
に
つ
き
14
日
以
内
）

■
利
用
料
金　
３
歳
未
満
児　

　
　
　
　
　
　

�
４
時
間
ま
で
１
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

�
８
時
間
ま
で
２
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

３
歳
以
上
児

　
　
　
　
　
　

�

４
時
間
ま
で　

 

８
０
０
円

　
　
　
　
　
　

�

８
時
間
ま
で
１
，６
０
０
円

■
申
込
方
法　
い
び
幼
児
園
ま
で

　
　
　
　
　
　

℡
２
２
‒
０
４
２
０

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
２
４
２
）

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
２
４
２
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

病
児
・
病
後
児
保
育
室

�

「
い
び
っ
こ
」の
ご
案
内

病
児
・
病
後
児
保
育
室「
い
び
っ
こ
」
は
、

お
子
さ
ん
が
病
気
の
時
、
保
護
者
に
代
わ
っ

て
一
時
的
に
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
、
お

子
さ
ん
の
体
調
に
合
わ
せ
て
保
育
と
看
護
を

行
い
、
子
育
て
家
庭
を
支
え
ま
す
。

■
登
録
に
つ
い
て

　

登
録
は
毎
年
度
必
要
で
す
。
昨
年
度
登
録

さ
れ
た
方
も
再
度
申
請
し
て
く
だ
さ
い
！

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に「
登

録
申
請
書
」
を
役
場
子
育
て
支
援
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
用
紙
は
役
場
子
育
て

支
援
課
・
各
振
興
事
務
所
・
各
施
設
に
あ
り

ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
登
録
申
請
書
は
、
お
子
様
の
保
育
と
看
護

を
適
切
に
行
う
た
め
に
大
切
な
役
割
を
果

た
す
も
の
で
す
。
予
防
接
種
や
発
達
の
状

況
な
ど
、
お
子
様
に
関
す
る
情
報
を
詳
し

く
記
入
し
て
い
た
だ
く
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

■
開
設
場
所　
揖
斐
厚
生
病
院
本
館
５
階

■
利
用
対
象
者　
生
後
８
ヶ
月
か
ら
小
学
校

３
年
生
ま
で
の
町
内
在
住
の
お
子
さ
ん

■
利
用
日
時　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日　

　
　
　
　
　

８
時
～
18
時

　
〈
休
室
日
〉　

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
・

12
月
29
日
～
１
月
３
日

■
利
用
料
金（
１
日
あ
た
り
）

　
　

４
時
間
ま
で�

１
，０
０
０
円

　
　

４
時
間
を
超
え
る
場
合�

２
，０
０
０
円

■
申
込
み

利
用
日
の
前
日
午
後
５
時
ま
で
に
、
電
話

で
揖
斐
厚
生
病
院（
２
１
‒
１
１
１
１
）
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
土
日
祝
日
の
受
付

は
で
き
ま
せ
ん
）

※
急
な
発
熱
な
ど
に
よ
り
利
用
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
当
日
朝
の
受
付
も
可
能
で
す
。

　

か
か
り
つ
け
医
の「
診
療
情
報
提
供
書
」、

「
利
用
申
込
書
」「
保
育
に
必
要
な
も
の
」

を
お
持
ち
の
上
、
来
室
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場　

子
育
て
支
援
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
２
４
２
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

「
ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
２
０
１
８
」

参
加
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　

今
年
も
、「
ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
２
０
１ 

８
」を
開
催
し
ま
す
。

西
美
濃
地
域
の
風
土
を
肌
で
感
じ
、
地
域

の
魅
力
を
発
見
す
る
と
と
も
に
、
各
市
町
・

団
体
が
連
携
し
、
新
た
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を

創
造
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
開
催
日　
９
月
16
日（
日
）

■
メ
イ
ン
会
場

大
垣
市
浅
中
公
園
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
コ
ー
ス　
西
美
濃
地
域
２
市
９
町
を
巡
る

　
　
　
　
　

約
１
３
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

■
募
集
人
数　
７
０
０
人

■
募
集
対
象
者

16
才
以
上
の
健
康
な
男
女
で
、
本
コ
ー
ス

を
完
走
で
き
る
自
信
の
あ
る
方
。（
未
成
年

者
の
方
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
）

■
エ
ン
ト
リ
ー
開
始

・
１
次
募
集（
昨
年
エ
ン
ト
リ
ー
優
先
受
付
）

　

７
月
１
日（
日
）
～
８
日（
日
）

・
２
次
募
集（
一
般
エ
ン
ト
リ
ー
）

　

７
月
15
日（
日
）
～
22
日（
日
）

■
参
加
料　
８
，
０
０
０
円

■
エ
ン
ト
リ
ー
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）

■
特
徴

お
も
て
な
し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
５
か
所
で
各

市
町
の
特
産
品
と
人
で
お
も
て
な
し

■
注
意
事
項

本
大
会
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
レ
ー
ス
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ち
並
み
や
自
然
を
楽
し

み
な
が
ら
、
ポ
イ
ン
ト
毎
に
決
め
ら
れ
た
時

間
を
グ
ル
ー
プ
で
走
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
す
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
に
つ
い
て

大
会
を
支
え
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。



2018. 7  Public Information IBIGAWA 16

有 料 広 告 欄

有

料

広

告

欄

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
各
市
町
・
団
体
・
地

域
住
民
が
連
携
し
、
西
美
濃
地
域
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
温
か
い

お
も
て
な
し
で
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
せ
ん
か
。
申
込
み
は
メ
ー
ル
ま

た
は
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
受
付
中
で
す
。

■
主
催　
ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
実
行
委
員
会

■
構
成
団
体

大
垣
商
工
会
議
所
、大
垣
市
、海
津
市
、養

老
町
、垂
井
町
、関
ヶ
原
町
、神
戸
町
、輪

之
内
町
、
安
八
町
、
揖
斐
川
町
、
大
野
町
、

池
田
町
、（
公
社
）大
垣
青
年
会
議
所

【
お
問
い
合
せ
】

ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
実
行
委
員
会

　
（
公
社
）
大
垣
青
年
会
議
所
事
務
局
内

℡
０
９
０
‒
８
３
３
５
‒
４
９
５
１

℻
０
５
８
４
‒
４
７
‒
８
２
７
６　

メ
ー
ル info@

ogaki-jc.jp

【
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://w
w
w
.tour-de-nishim

ino.jp/

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

第
19
回
夏
休
み
親
子
税
金
探
偵
団

団
員
募
集
！

一
般
社
団
法
人
大
垣
法
人
会
青
年
部
会
で

は
、
税
知
識
の
普
及
と
納
税
意
識
の
高
揚
を

目
的
と
し
て
、
国
や
地
域
に
お
い
て
税
金
が

ど
の
様
に
徴
収
さ
れ
活
用
さ
れ
て
い
る
か
を

学
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
企
画
し
、
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

■
日
　
　
時　
８
月
24
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

８
時
～
17
時（
予
定
）

■
集
合
場
所　
大
垣
市
総
合
体
育
館
駐
車
場

■
募
集
人
員　
西
濃
地
域
在
住
の
小
学
３
年

生
か
ら
中
学
生
ま
で
の
親
子�

１
０
０
人

※
小
学
２
年
生
以
下
は
お
断
り
し
ま
す
。

■
見
学
先

大
垣
税
務
署
・
大
垣
市
役
所
・
名
古
屋
港

税
関
・
あ
い
ち
航
空
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

■
参
加
費　

　

大
人（
中
学
生
以
上
）�

１
，
５
０
０
円

　

子
供（
小
学
生
）�

５
０
０
円

　
（
後
日
振
込
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
）

（
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
代
等
を
含
み
ま
す
。）

■
申
込
方
法

郵
送
・Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申
込
み
さ
れ
る
方
は
、

住
所
、
親
子
氏
名
、
生
年
月
日
、
保
護
者
職

業
、
子
供
の
学
校
名
･
学
年
、
電
話
番
号
、

緊
急
連
絡
先（
携
帯
番
号
）
を
明
記
し
て
左

記
ま
で
送
付
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
申
込
み
さ
れ

る
方
は
、
備
考
欄
に
必
要
事
項
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。

※
必
要
事
項
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
お
受
け

出
来
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
、
ご
確
認
の
上
、

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
グ
ル
ー
プ
で
の
お
申
込
み
は
不
可
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
一
家
族
毎
の
お
申
込

み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
に
は
初
参
加
者
を
優

先
し
抽
選
に
て
決
定
い
た
し
ま
す
。

※
参
加
決
定
者
に
は
、
７
月
31
日
ま
で
に
詳

細
と
会
費
の
振
込
依
頼
書
を
ご
郵
送
い
た

し
ま
す
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 http://w
w
w
.nisim

ino.ne.jp/ogkhojin/

〒
５
０
３
‒
０
８
０
３

大
垣
市
小
野
４
‒
３
５
‒
１
０

一
般
社
団
法
人
大
垣
法
人
会
青
年
部
会

℻
０
５
８
４
‒
８
１
‒
１
５
３
９　
　

℡
０
５
８
４
‒
８
１
‒
１
２
８
８

メ
ー
ル　

ogkhojin@
snow

.ocn.ne.jp

■
締
め
切
り　
　

７
月
17
日（
火
）
必
着

 

７
月
は
「
河
川
愛
護
月
間
」
で
す

夏
に
な
る
と
川
は
大
賑
わ
い
。

つ
り
を
す
る
人
・
河
原
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

す
る
人
・
水
上
バ
イ
ク
を
楽
し
む
人
な
ど
。

し
か
し
、
一
部
の
心
な
い
人
た
ち
に
よ
る

ゴ
ミ
の
放
置
や
無
謀
行
為
に
よ
る
痛
ま
し
い

事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

川
は
み
ん
な
の
も
の
。
地
域
住
民
の
生
活

空
間
で
あ
る
こ
と
も
考
え
、

い
つ
来
て
も
き
れ
い
な
川
。

ま
た
来
て
み
た
い
川
。

そ
ん
な
川
を
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

国
土
交
通
省　

木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所

http://www.cbr.mlit.go.jp/kisojyo/index.html

７
月
は

「
愛
の
血
液
助
け
合
い
月
間
」
で
す

～
救
い
た
い
あ
な
た
の
未
来 

私
か
ら
～

　

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
一
層
進
む
中
、

献
血
を
支
え
る
若
年
人
口
が
減
少
し
、
逆

に
輸
血
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
人
口
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
後
の
血
液
需
要
は
増
加

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
献
血
は
、

尊
い
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
、
大
切

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３‒
１
５
１
１

め
む
ろ
ま
ち
な
か
マ
ル
シ
ェ
開
催

　

平
成
27
年
か
ら
始
ま
っ
た
『
め
む
ろ
ま

ち
な
か
マ
ル
シ
ェ
』
は
、「
町
民
の
、
町

民
に
よ
る
、
町
民
の
た
め
の
お
ま
つ
り
」

を
目
指
し
、
徹
底
的
に
芽
室
町
に
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
す
。
芽
室
の
「
食
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を

中
心
に
、
商
業
、
工
業
が
一
同
に
会
し
た

芽
室
町
の
産
業
連
携
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

毎
年
、
芽
室
駅
前
本
通
を
歩
行
者
天
国

に
し
、
様
々
な
出
店
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
や
も
ぎ
た

て
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
無
料
配
布
は
毎
年

大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の

ほ
か
、
芽
室
の
食
材
を
活
か
し
た
料
理
の

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
決
め
る
、
め
む
ろ
ご
当

地
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
な
か
マ
ル
シ
ェ
に
は
、
芽
室
の
お

い
し
い
食
べ
物
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
、
も

っ
と
芽
室
を
知
っ
て
、
好
き
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
と
い
う

願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
年

の
マ
ル
シ
ェ
は
８

月
19
日（
日
）
開

催
。
ぜ
ひ
芽
室
町

に
遊
び
に
来
て
下

さ
い
ね
。

だ
よ
り

芽

室

町

友
好
都
市
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【岐阜県自死遺族の会（千の風の会）分かち合いの集い】
　ご家族を自死で亡くされた方が、亡くなった方への思いやご自身の気持ちを安心して語り、聴きあう集いを開催します。
　参加を希望される方は精神保健福祉センターへお問い合わせください。（匿名可）

日　程 時　間 会　場
７月 22 日（日）

13：30 ～ 16：00
岐阜県障がい者総合相談センター（岐阜市鷺山向井 2563-18）
℡ 058-231-9724９月 23 日（日）

【岐阜県自死遺族の会（千の風の会）サポートスペースれんげ草】
　大人数では参加しにくい方には、会のメンバーが少人数でお気持ちをお聴きします。
　参加を希望される方は、精神保健福祉センターへお問い合わせください。（匿名可）

日　程 時　間 会　場
７月   4 日（水）

13：30 ～ 16：00
岐阜県障がい者総合相談センター（岐阜市鷺山向井 2563-18）
℡ 058-231-9724８月   1 日（水）

寿
長
ご

さ
ん

５
月
の

中
なか

石
いし

 みち さん
100歳（坂内）

國
くに

枝
えだ

 峰
みね

夫
お

 さん
95歳（谷汲長瀬）

末
すえ

永
なが

 きくゑ さん
95歳（若松）

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を
受

け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

  

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

■
襖
・
障
子
の
張
り
替
え

襖
、
障
子
、
網
戸
の
張
り
替
え
を
し
て
い

ま
す
。
得
意
な
会
員
が
対
応
し
て
お
り
、
大

変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
是
非
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。お
盆
ま
で
の
張
り
替
え
は
、

お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
お
困
り
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
ま
ず
は
お
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
お
見
積
り
は
無
料
で
す
。

（
仕
事
例
）

・
畑
仕
事
・
草
刈
り
、
草
取
り
・
簡
単
な
大

工
仕
事
・
家
具
の
解
体
・
家
事
援
助（
家

の
掃
除
・
食
事
作
り
等
）・
病
院
等
の
付

き
添
い
・
剪
定
・
宛
名
、
賞
状
書
き
・
軽

作
業
・
社
内
清
掃　

等

■
今
月
の
事
業
及
び
入
会
説
明
会

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
町
内
在
住
の

60
歳
以
上
の
方
は
入
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

７
月
３
日（
火
）、
24
日（
火
）　

10
時
～
（
約
１
時
間
30
分
か
か
り
ま
す
。）

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

二
階　

会
議
室

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
二
階

　

℡
２
３
‒
０
９
０
７

  

揖
斐
高
生
に
よ
る

ゆ
か
た
の
無
料
着
つ
け

揖
斐
高
校
生
活
環
境
科
和
装
コ
ー
ス
の
生

徒
が「
あ
り
が
と
う
花
火
」
の
日
に
、
無
料

で
ゆ
か
た
の
着
つ
け
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

参
加
者
に
は
食
物
コ
ー
ス
が
作
っ
た
焼
き
菓

子
１
個
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

■
日
　
時　
８
月
４
日（
土
）

	

15
時
～
17
時
30
分

■
場
　
所　
揖
斐
公
民
館

■
定
　
員　
先
着
30
名

	

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

■
持
ち
物　
ゆ
か
た
、
腰
ひ
も
２
本
、
だ
て

じ
め
、
半
巾
帯
、
前
板
、
タ
オ

ル
２
枚

■
応
募
先　
揖
斐
高
等
学
校　

河
瀬　

梨
恵

℡　

０
５
８
５
‒
２
２
‒
１
２
６
１

℻　

０
５
８
５
‒
２
３
‒
１
６
３
７

■
申
込
内
容　
住
所
・
電
話
番
号
・
氏
名
・

性
別
、
年
齢
・
希
望
時
間

■
申
込
締
切　
７
月
27
日（
金
）

ご
家
族
・
友
人
、
お
誘
い
合
せ
の
上
、
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
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岐阜県広報

点字版・音声版をご希望の方は、県庁広報課へご連絡ください
音声版には、ＣＤ（デイジー編集）での提供と
音声用のテキストデータの配信もあります

今月のピックアップ情報 ボタンを押して
地元情報をゲット!

県政広報テレビ番組 
「ぎふ県政ほっとライン」

放送中
（放送日）木曜 18:53～18:57
（再放送）火曜 21:54～21:58 

※平成30年4月1日現在　※(　)内は前月との比較

2,001,230人（4,703人減）
●県の人口

Facebook「清流の国ぎふ」
ミナモだよりで情報発信中!!

検索岐阜県 ミナモだより

男／969,788人（2,411人減）
女／1,031,442人（2,292人減）

最新の情報は、県庁統計課ホームページでご覧ください。

ぎふチャン(8ch)データ放送で
「岐阜県からのお知らせ」も配信中！

この情報は平成30年5月28日現在のものです。 ☎058（272）1111（代） 058（278）2506FAX県庁広報課

検索岐阜県難病相談

難病医療電話相談を
実施します相　談

専門医による電話相談を実施します。
県職員採用試験（短大・高校卒程度等）の
受験者を募集します案　内

●試験日／第１次試験 9月23日（日・祝）
●試験場所／各務原市、多治見市、高山市　
●申込書／人事委員会事務局、各県事務所、東京事
務所などで7月6日（金）から配布。郵便での請求
やウェブサイトからも入手可

●受付／7月23日（月）～8月14日（火）当日消印有効
  ※詳細は必ず試験案内で確認してください
●申込先・問／人事委員会事務局
  ☎058（272）8796

検索こどもけいさつ岐阜

県警では、警察官と一緒にさまざまな警察
活動を体験できる「夏休みこどもけいさつ
フェスティバル」を開催します。

「夏休みこどもけいさつ
フェスティバル」を開催します案　内

●とき／7月21日（土）13：00～16：00
●ところ／県警察本部（岐阜市）
●内容／指紋採取体験、警察車両の展示、警察犬
の訓練見学、こども用警察官制服の試着、警察音
楽隊コンサートなど
●問／県警察本部広報県民課
  ☎058（271）2424　内線2172･2174

検索アクアトト

世界淡水魚園水族館アクア・トトぎふでは、
開館記念日特別企画として、7月14日～16日
の3日間、小学生と幼児の入館料金が無料
になります。

7月14日～16日は小学生以下の
入館料金が無料です案　内

●とき／7月14日（土）～16日（月・祝）
  9：30～18：00（最終入館17：00）
●ところ／世界淡水魚園水族館アクア・トトぎふ
  （各務原市）
●料金／小学生以下無料
  （通常料金：小学生750円、幼児370円）
●問／世界淡水魚園水族館 アクア・トトぎふ
  ☎0586（89）8200

●とき／8月31日（金）
●相談内容／間脳下垂体機能障害、バセドウ病、
橋本病など、内分泌内科の病気に関すること　

●相談方法／電話
●料金／無料
●予約方法／事前に電話で申込み
●申込時間／月～金 10：00～17：00
●申込先・問／難病生きがいサポートセンター
  ☎058（214）8733

検索消防団　報奨金

県では、消防団員の確保が困難な過疎地域
の対策のため、「消防団員雇用貢献企業報
奨金制度」を創設しました。団員を雇用する
事業者が認定要件を満たす場合、県が認定
を行い、報奨金を交付するものです。ぜひご
活用ください。
※認定要件などの詳細は、ウェブサイトで確
認してください

「消防団員雇用貢献企業
報奨金制度」の締切迫る募　集

●対象／認定要件を満たす法人または個人
●内容／申請年度の4月1日と前年度4月1日を比較
して、過疎地域の消防団員が純増している場合
に、純増者1人につき10万円を交付
●申請期限／7月31日（火）まで
●問／県庁消防課 ☎058（272）1122

８月は「ぎふの山に親しむ月間」です 清流の国ぎふ芸術祭「アート体験プログラム
‐アートラボぎふ‐」を開催します
県民の皆さんがアートを
身近に感じ、参加する
きっかけとなるような岐
阜県ならではの体験型プ
ログラム「アートラボぎ
ふ」をスタートしました。
年間を通して、「面白そ
う」「ちょっと覗いてみた
い」と思っていただける
ようなプログラムを県内
各地で展開します。
7月は、岐阜市出身の写真家杉山宣嗣先生による「プロが教えるSNS
映え写真術」を開催します。

8月第2週を「ぎふ木育ＷＥＥＫ」として、8月5日（日）からぎふの山や
自然を知り、味わい、楽しんでいただくためのイベントを開催します。

岐阜市川原町の街並み

山の日フェスタぎふのワークショップ
（アクティブＧ）

ぎふ木育キャラバン
（ぎふ清流文化プラザ）

◆

◆

◆

と　　き
内　　容

と こ ろ

／
／

／

◆

◆

◆

と　　き
内　　容

と こ ろ

／
／

／
問／県庁恵みの森づくり推進課　☎058（272）8821◆

8月5日（日）～9日（木）10：00～16：00
ぎふの木や森の恵みを利用したワークショップ、ぎふの
木のおもちゃ広場、森林に関するさまざまな展示など
アクティブＧ（岐阜市）  　　 料   金／無料（一部体験有料）◆

8月10日（金）～11日（土・祝）10：00～16：00
木のおもちゃで遊ぶ（ぎふの木のおもちゃ、木のプール、
世界つみぼぼ選手権、木のおもちゃづくりなど）
ぎふ清流文化プラザ（岐阜市） 　 料   金／無料（一部体験有料）◆

●山の日フェスタぎふ2018

●ぎふ木育キャラバン

検索岐阜県職員採用

検索岐阜県図書館

県図書館では、明治150年記念展示とし
て、鹿児島県との連携・交流事業「岐阜と薩
摩の絆」展を開催します。明治維新に大き
な功績を遺した西郷隆盛を中心に、宝暦治
水での薩摩義士の偉業や、関ケ原合戦に出
陣した島津義弘のほか、鹿児島県と岐阜県
の交流の歴史をパネル等で紹介します。

「岐阜と薩摩の絆」展を
開催します案　内

●とき／7月8日（日）～9月30日（日）
●ところ／県図書館（岐阜市）
●料金／無料
●問／県図書館
  ☎058（275）5111

◆

◆

◆

◆

◆

◆

7月14日（土）
岐阜市川原町周辺
有料
20人程度（抽選、要事前申し込み）
メールまたはFAX

と き
場 所
料 金
定 員
申込方法

／
／
／
／
／

問／アートラボぎふ事務局
☎058（264）1171　FAX 058（266）6300
artlabgifu@prad.co.jp

検索アート体験プログラム アートラボぎふ

すぎやまのぶつぐ

情報ボックス



窓口だより

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」をお出しください。
窓口では、婚姻、養子縁組などの戸籍届出に来られた方の本人確認を行っています。（詳細は町のホームページに掲載）
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人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合　　 計 21,477（�－ 20）10,322 11,155 8,007（� 0）

揖斐川地域 16,001（�－ 13） 7,726 8,275 5,691 （� － 2）

谷汲地域 3,027（� － 3） 1,448 1,579 1,114 （� － 2）

春日地域 951（� － 4） 461 490 465 （� 0）

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

久瀬地域 895（� － 4） 410 485 387 （� 0）

藤橋地域 238（� 4） 119 119 148 （� 4）

坂内地域 365（� 0） 158 207 202 （� 0）

出生 6人 /死亡 27人 /転入等 51人 /転出等 50人
〈平成 30年６月 1日現在〉

夫 妻

國 立 俊 行（三重郡川越町） 中 森 　 葵（ 桜 町 ）

清 水 勇 輔（伊尾野） 藤 本 麻 見（五反田）

山 中 康 裕（池田町） 細　野　華菜子（ 市 場 ）

 7月  2日（月）	町（県）民税　1期分・全納
　　　　　　　 国民健康保険税　2期分

 7月31日（火）	固定資産税　2期分
　　　　　　　 国民健康保険税　3期分
　　　　　　　 後期高齢者医療保険料　1期分

納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されている方は、納期限前日まで
に預貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で
※コンビニでも納付できます
※家屋を取り壊したら届出をお忘れなく

20日（金）　町内小中学校・組合立小学校
　　　　　　１学期終業式

21日（土）～22日（日）　
　　　　　　第９回全日本ガールズソフトボール
　　　　　　選手権大会

28日（土）　夜叉ヶ池伝説道中まつり

28日（土）～29日（日）　
　　　　　　夜叉ヶ池伝説マラニック

地　区 氏 　 名 年齢

北 方 ２ 区 細 野 勝 義 83

西 若 松 林 　 美 枝 78

大 和 台 川 口 陸 士 59

北 新 町 岩 間 信 子 80

前 島 安　田　加代子 78

上 ミ 野 細 野 武 男 94

島 亀 井 定 男 89

上 野 土 川 孝 一 85

白 樫 小 川 　 忍 88

黒 田 小 林 　 収 79

岡 窪 田 忠 男 83

谷 汲 名 礼 河 合 秀 登 72

春 日 小 宮 神 藤 原 保 子 74

乙 原 森 　 覚 成 69

地　区 赤 ち ゃ ん お父さん お母さん

北 方 ２ 区 宮
みや

川
がわ

紡
つむ

葵
ぎ

直 人 裕美子

清 水 加
か
藤
とう

蒼
あお

葉
ば

翔一朗 里 奈

福 島 加
か
勢
せ
凌
りょう

真
ま

真之助 遼 子

谷 汲 高 科 石
いし

原
はら

新
あら

大
た

明 紀 由 佳

谷 汲 長 瀬 國
くに

枝
えだ

琴
こと

音
ね

俊 朗 沙 織

Okuyami死亡　おくやみ申し上げます婚姻　幾久しくお幸せに Marriage

Population人口

出生　お誕生おめでとう Birth

納期限のお知らせ7月の主な行事

平成30年５月届出分
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同時開催
夜叉ヶ池伝説マラニック

７月28日（土）～29日（日）

龍神の舞スケジュール（予定）
・神戸町中央公民館　10：30～
・夜叉龍神社　　　　12：00～
・八丈岩　　　　　　13：10～
・はたご岩　　　　　14：00～
・川上長昌寺　　　　15：00～

　特設会場では、ステージイベントやバザー（食べ歩きコーナー、地元産野菜の販売、PR コーナー）
などの催し物がたくさんのイベントです。皆さんお誘い合わせのうえ、ぜひご来場ください。

【お問い合せ】　坂内観光協会　℡53－2111　または　揖斐川町観光プラザ　℡55－2020
　　　　　　　（坂内振興事務所地域振興課内）

　揖斐川町では、地域の特性やふるさとの資源等を活かして、
住民が自ら町の課題を解決したり、町を元気にする新たな取
り組みを実施しようとする団体の活動を支援するための補助
金を交付しています。
　まちづくりを担う、やる気のある団体を募集します！

みんなでつくる
「小さな一歩」応援事業

参加団体募集!!

第３０回  夜叉ヶ池伝説道中まつり
日 時：７月28日（土）15時～
場 所：遊らんど坂内特設会場

●対 象 事 業　①　町の特性、歴史および地域資源を活用したまちづくり事業
　　　　　　　②　まちづくりを担う人材を育成する事業
　　　　　　　③　地域コミュニティを育成する事業
　　　　　　　④　地域の課題を自分たちで解決するための事業
　　　　　　　⑤　その他、次世代につなぐ時間軸の長い事業

※政治・宗教目的の事業や特定の個人・団体の営利を目的とする
　事業など、補助が適当でない事業は対象外となります。

●補助対象者　次の要件をすべて満たす団体を補助対象とします。
　　　　　　　①　主たる活動の場所および事務所が揖斐川町内にあり、３人以上の町民で組織される団体
　　　　　　　②　補助対象となり得る活動を概ね６ヶ月以上取り組んでいると認められる団体
●補助金の額　１事業につき、上限 20 万円　　※審査の結果をふまえ、額を決定します。
●募 集 期 間　６月 25 日（月）～７月 20 日（金）
●審 　 　 査　募集後、次のとおり審査を実施します。
　　　　　　　①　一次審査　書類審査
　　　　　　　②　二次審査　申請者が発表を行う公開審査（8 月下旬予定）
　　　　　　　※二次審査ではプレゼンを行い、来場者に審査をしていただきます。

●お問い合せ    政策広報課　まちづくり推進室　℡ 22 － 2111（内１４４）


